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研究成果の概要（和文）：日本看護教育学会の日本放射線看護学会企画の交流集会で意見交換し、看護職に最小限求め
る知識として放射線に関する基本的知識・放射線診療に伴う効果や影響の知識・放射線に曝露される人や人々への看護
活動方法などの必要性を確認した。欧州委員会が医療従事者の放射線教育目的を提示しているので、原子力防御評価研
究所、世界屈指の原子力産業のあるフランス最初の看護学校であるサルペトリエール看護学校、非原子力立国であるが
科目化しているオーストリアのグラーツ大学看護学部を訪ねた。これまでの内容を踏まえ事前課題・講義４回・演習１
回・見学半日の15時間１単位の科目化可能な教育方法案を作成、実施して効果を確認し、完成させた。

研究成果の概要（英文）：At the interchange meeting of The Radiational Nursing Society ofJapan in the 
conference of the Japanese Academy of Nursing Education, I exchanged opinions about radiation nursing 
education.I confirmed knowledge to demand for undergraduate students about radiational nursing from 
nurses and teachers.
European Commission showed the radiation education purpose of the healthcare worker.　So we visited the 
Centre d'etude sur l'evaluation de la　Protection dans le domaine Nucleaire (CEPN), School of Nursing 
at　University Graz in Austria, The nursing school of Pitie-Salpectriere Hospital in France, Institute of 
Nursing at　University Graz in Austria. I carried out the education method plan that could become the 
subject of the 1 unit for 15 hours based on new contents,　and confirmed the effect.

研究分野： 基礎看護学

キーワード： 放射線看護　看護基礎教育　教育方法案
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
医療分野における放射線を活用した検査及

び治療の進歩は目覚ましい。診療所の殆どに
設置され、利用されている。しかし、日本の
大学看護教育を規定する保健師助産師看護師
等養成所指定規則と、厚生労働省管轄の看護
教育を規定する指導要領には、平成元年のカ
リキュラム改正以後、放射線看護の文字は無
い。さらに細かい規定の「看護師等養成所の
運営に関する手引き」の別表３「看護師に求
められる実践能力と卒業時の到達目標」にも
無く、かろうじて表３－２「看護師教育の技
術項目と卒業時の到達度」において、唯一、
「１２．安全管理の技術：１３７放射線暴露
の防止のための行動がとれる」と記載されて
いるだけである。また、看護師国家試験問題
作成基準に「放射線」の文字が残るものの、
看護として何をどこまで教えるべきかの規定
は無く、各養成機関に任されている。 
一方で、平成11年9月30日の東海村事故、

平成23年3月11日の東日本大震災による福島
原発事故の際に、住民に寄り添い続けたり続
けている看護職者達には、様々な知識が求め
られながら、救護・救援活動にあたった。ま
た地域に開設される規模の診療所では、看護
師が操作介助を行っているが、彼らの教育背
景を考慮すれば、十分な放射線に関する知識
を有して任務を遂行している可能性は少ない。 
このような状況に対して、日本では、弘前

大学と長崎大学が、放射線看護関連の講義・
演習・実習を含む数科目で構成した案を展開
し、更には日本放射線看護学会を設立するな
ど、活発な活動を展開している。それでもま
だ、授業科目として開設する大学は殆ど無い。
理由として、既に授業時間及び取得単位が多
い大学等の養成機関では、数科目の追加は困
難な状況に在ると推測できる。 
２．研究の目的 
以上を踏まえ、今後の基礎教育における放

射線看護教育方法の検討に資するために、本
研究では、各国における放射線看護教育の現
状を把握し、看護基礎教育レベルで必要な放
射線看護に関わる知識・技術を再確認し、限
度ある教育時間において今後の看護活動に貢
献できる、既存科目の中でも数回の授業で学
生が放射線看護の知識を獲得しうる、簡便で
汎用性が高い教育方法を探る。 
３．研究の方法 
＜１年目＞ 
①国内の放射線看護に関係する大学及び本学
提携大学等の協力下に、放射線看護の教育に
関する現況を把握する。（宮腰・藤井・宮下・
折山・陳・Lee・井上） ②協力２校の看護学
専攻第２学年生と臨床看護師を対象に、学習
内容の定着度と臨床における活用度を調査す
る。(宮腰・川田・寺岡・作田・坂本・瀬尾) 
③成果をもとに、本学の放射線看護関連教員
及び臨床看護師、国内協力大学の放射線看護
関連教員による検討会で協議する。 
＜２年目＞ 

④現地調査；フランスとオーストリア（宮腰・
藤井・小西・八代・折田） ⑤教育方法暫定
案の作成：基準暫定案をもとに、教育方法暫
定案を授業及び臨地実習方法で作成する。（宮
腰） ⑥教育方法暫定案に展開と評価：暫定
案に基づく授業・臨地実習を展開し、新２年
生に前年同様の方法で調査し、暫定案による
授業及び臨地実習展開成果を評価する。(宮
腰) ⑦専門家検討会（第２年度）で、展開成
果について協議し、放射線看護の知識と技術
を一定に保証できる看護基礎教育卒業時放射
線看護関連修得基準と教育内容基準の最終案
を作成する。 ⑧公表：得られた成果を、日
本放射線看護学会をはじめとした国内外の学
会等で発表し、広く公表し検討に供する。 
４．研究成果 
①各国における放射線看護の教育状況：韓
国・中国・インドネシア・豪州・スペイン・
スウェーデン・米国・フランスでは、本学関
係大学の教授・准教授に、メールまたは来学
時または渡航時に面接調査した結果、どの国
も、「放射線看護学」の科目は立てていなか
った。 
放射線に関する知識は、病理学・生理学・放
射線医学・検査学などの基礎医学領域で教授
され、統合されていなかった。放射線看護は、
かろうじて成人看護学かがん看護学で30～90
分間程度の授業が展開されており、統合した
科目は無かった。各大学のホームページで科
目を確認したところでは、英国のサリー大学
とオーストリアのグラーツ大学に開設されて
いた。日本では、前述の背景の理由か、科目
立ては長崎大・弘前大など、数校に留まった。 
②フランスとオーストリアの放射線看護事
情：ＷＨＯによる患者安全カリキュラムガイ
ド多職種版に、習得目標が記載されている。
欧州面接調査は、グラーツ医科大学看護学部
がカリキュラムに示していた。オーストリア
は、原子力発電所を建築した後の国民投票で
稼働させずに解体した国である。フランスは、
キュリー夫妻が最初に放射線を発見し、以来、
原子力大国である。両国の看護教育者を訪問
して確認した結果は、資料に示した。医療職
種間の分業の中で、放射線に関する看護教育
は大学化前に比べ縮小していた。看護学教育
への他職種及び行政的関心を、ＣEＰＮで確認
したが、原因としてやはり、職種間の分業が
大きく作用しており、看護師に求めている役
割は、放射線の理解では無く、放射線を受け
る人々の不安の除去であり生活指導というこ
とだった。討議中に、相互理解が進み、今後
の方向性について夫々が示唆を得た訪問だっ
た。 ③放射線看護の授業への学生の反応： 
２年間とも、広島市内の私立大学看護学学生
第２学年120人と、当広島大学看護学学生第２
学年60人に、１コマ90分間、５コマから成る
講義を「災害看護学」または「医療安全看」
の科目の中で展開した。事前学習に、スリー
マイル島・チェルノブイリ・東海村・福島原
発の事故を調査しておくように指示した。授



業内容は、物理的放射線の理解・基本的防御
方法・治療及び検査の時の看護・事故時の対
応と今後の方向性・これからの放射線と生活
と看護の関係について（討論会）とした。こ
の方法では、５割が「放射線を学習した」と
は捉えたが、５割は「放射線看護を知らない」
と回答する結果が出た（連結不可能無記名調
査法による調査は、両大学担当部署の夫々に
倫理審査を依頼し承認・許可を得た（日本看
護教育学会で報告した）。 
２年目は、広島大学の学生が体験する病院

見学実習を、授業開始直近の時期に設置した
とともに、放射線診断部・治療部の技師及び
看護師に協力を得て、専門家からの説明を加
えた。その実習から１ヶ月後で、授業最終頃
にあたる時期に、別科目でも放射線をとり上
げて貰い、医学的説明と治療及び検査の見学
を行った。授業内容では、事前課題は変えず、
討論では毎回少ない時間ながら行うこととし、
討論素教材として、それまでの東海村のＤＶ
Ｄ視聴だけであったものを、チェルノブイリ
のその後の子供達の状況のドキュメンタリ―、
フィンランドの放射線廃棄物処理場のドキュ
メンタリーなどを加えた。その結果、１年目
同様の時間数にも関わらず、９割の学生が記
憶に残ると共に、放射線看護を学習したと回
答した。 
もう一つの大学では見学実習を組み込めな

いもの、他は広島大学と同様に変更したとこ
ろ、７割の学生が高い評価を示した。 
以上から、科目立ては学生の「学習した」

印象が強いものの、他教科も含めて纏まった
時期に、立体的内容構成で授業を行えば、学
生の学習効果が高いと判断できた。そこで、
次の方法を次年度も行い、成果を確認するこ
ととした。 
④授業案 
科目名称＝放射線看護 
時間単位＝15時間（7.5コマ）１単位 
対象学年＝第２学年生 
学習目的＝放射線の基本的性質を知ることで、
適切な防護行動の原理を理解して、患者お
よび人々ならびに自己を、不適切な放射線
暴露から回避させる行動をとることができ
る。 

事前課題＝これまでの放射線事故などについ
て、各自で調べ、報告出来るように纏める。 

事前見学＝放射線診断部・放射線治療部の構
造と従事者の行動（１.５コマ） 

学習後半の見学＝放射線診断部。放射線治療
部の医療と看護提供の実際（１.５コマ） 

視聴教材＝各種ＤＶＤを毎回30分間程度視聴
する。 

授業形態＝講義及び視聴覚教材を用いた討議 
授業概要＝ 
１回目＝概論、放射線の物理的性質と防御の
基、法律との関係。 

２回目＝これまでの事故と対応、看護に期待
される課題。 

３回目＝各種診断と治療と看護の働き。 

４回目＝放射線の活用と人々の暮らし、看護
の関わり 
試験＝30 分間で回答、15 分間で解説 
 
資料 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計０ 件） 
〔学会発表〕（計２ 件） 
１．宮腰由紀子：２ 看護基礎教育における
「放射線看護」教育実践の現状．日本看護学
教育学会 第 24 回学術集会「関連学問の知
とともに作り出す看護学教育」（開催期間＝
平成 26 年８月 26～27 日、開催場所＝千葉市 
幕張メッセ 国際会議場）における「交流セ
ッション 放射線看護の実践と教育の在り
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